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平成 21 年 11 月 2 日 

各      位 
会 社 名 芦 森 工 業 株 式 会 社 
代表者名 取締役社長 缶  文 雄 

（コード番号 3526 東証･大証第 1部） 
問合せ先  経 理 部 長 日 夏 伸 和 

（TEL．06－6533－9253） 

 

業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の業績の動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 8 日に公表しました平成 22 年 3 月期(平
成21年 4月 1日～平成22年 3月 31日)の第2四半期および通期業績予想ならびに配当予想を、
下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 
Ⅰ．業績予想の修正 
 
１．連結業績予想の修正 
(1)平成 22 年 3 月期第 2四半期連結累計期間の業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平
成 21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 16,500 △550 △450 △250 △4.41 

今回修正予想（Ｂ） 15,500 △610 △490 △330 △5.82 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,000 △60 △40 △80  

増 減 率（％） △6.1 － － －  

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期 

第 2四半期） 
23,086 524 631 △1,292 △22.80 

 

(2)平成 22 年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 40,000 700 800 500 8.82 

今回修正予想（Ｂ） 37,200 200 320 150 2.65 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,800 △500 △480 △350  

増 減 率（％） △7.0 △71.4 △60.0 △70.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 

43,375 979 1,022 △1,109 △19.57 
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２．個別業績予想の修正 
(1) 平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成
21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 14,800 △400 100 50 0.88 

今回修正予想（Ｂ） 14,500 △410 120 210 3.52 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △300 △10 20 160  

増 減 率（％） △2.0 － 20.0 320.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期 

第 2四半期） 
20,998 291 658 △1,196 △21.05 

 

(2)平成 22 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 34,500 500 1,000 550 9.68 

今回修正予想（Ｂ） 33,000 100 650 500 8.80 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,500 △400 △350 △50  

増 減 率（％） △4.3 △80.0 △35.0 △9.1  

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 

37,515 312 713 △1,284 △22.60 

 
３．修正の理由 
(1)個別業績 

当第 2 四半期累計期間のわが国経済は、政府が打ち出した景気対策の効果もあり、下げ止

まり感はあるものの、設備投資の手控えや雇用・賃金の抑制が続き、個人消費も弱い動きに

終始するなど、引き続き厳しい状況のうちに推移いたしました。このような情勢のなかで当

社グループは、製造コスト削減を中心として、全社をあげての懸命な合理化に取り組んでお

りますが、当第 2 四半期累計期間の業績につきましては、主力の自動車安全部品部門におい

て需要低迷の影響を大きく受けたため、売上高、営業利益につきましては前回予想を下回る

見込みであります。経常利益、四半期純利益につきましては、子会社からの受取配当金が当

初予想を上回ったため、前回予想を上回る見込みであります。 

通期業績予想につきましても、経営環境の先行き不透明な状況が続くことが予想されるた

め、売上高、損益面とも前回予想を下回る見込みであります。 

 

(2)連結業績 

個別と同様の理由により、売上高、損益面とも前回予想を下回る見込みであります。 

 

(注)上記の業績予想等は、現時点において入手可能な情報にもとづくものであり、実際の業績

は今後の様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 
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Ⅱ．配当予想の修正 
 
１．修正の内容 

(基準日) 
1 株当たり配当金 

第 2四半期末 期末 年間 

前回発表予想 
(平成 21 年 5 月 8 日発表) 

2 円 50 銭 2 円 50 銭 5 円 00 銭 

今回修正予想 0 円 未定 未定 

（ご参考）前期実績 
(平成 21 年 3 月期) 

0 円 2 円 50 銭 2 円 50 銭 

 

２．修正の理由 

当期の当社を取り巻く経営環境は依然として厳しく、前記のとおり先行き不透明な状況が

続くことが予想されるなか、引き続き全社をあげた合理化に取り組んでおりますが、第 2 四

半期累計期間の連結業績は赤字となる見通しであります。 

かかる状況に伴い、誠に遺憾ながら平成 22 年 3 月期第 2 四半期末の配当につきましては、

見送りとさせていただく予定であります。 

なお、期末配当につきましては、自動車安全部品部門における需要低迷長期化の懸念があ

ることや、公共事業の先行きが依然不透明な状況にあることから、現段階においては未定と

させていただき、今後の業績等を総合的に勘案して、見通しが立った時点で速やかに開示を

行う予定としております。 

 

以 上 


